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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上端部が連続焼鈍炉の出側に連結したスナウトを該スナウトの下部側が溶融金属めっき浴
に所定の傾斜角度で浸漬するように該スナウトを保持するスナウトの支持装置において、
上部が前記スナウトの上部にピン支持され、水平面となす角度が前記傾斜角度となるよう
に支持されたガイドフレームと、前記ガイドフレームに前記スナウトを該スナウトの温度
変動に応じてその長手方向に自由に伸縮させながら取付けるスナウト取付け手段とを有し
、しかも、前記スナウト取付け手段は、前記スナウトの上部側に設けられた車輪と、前記
ガイドフレームに水平面となす角度が前記傾斜角度となるように設けられ該車輪を支持し
て移動させるレールとを有することを特徴とするスナウトの支持装置。
【請求項２】
上端部が連続焼鈍炉の出側に連結したスナウトを該スナウトの下部側が溶融金属めっき浴
に所定の傾斜角度で浸漬するように該スナウトを保持するスナウトの支持装置において、
上部が前記スナウトの上部にピン支持され、水平面となす角度が前記傾斜角度となるよう
に支持されたガイドフレームと、前記ガイドフレームに前記スナウトを該スナウトの温度
変動に応じてその長手方向に自由に伸縮させながら取付けるスナウト取付け手段とを有し
、しかも、前記スナウト取付け手段は、前記ガイドフレームに設けられ前記スナウトの上
部側に下方から当接して該スナウトを支持する車輪を有することを特徴とするスナウトの
支持装置。
【請求項３】
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上部がピン支持されると共に連続焼鈍炉の出側に連結され、下部が溶融金属めっき浴に所
定の傾斜角度で浸漬するようにスナウトを保持するスナウトの支持装置において、
前記スナウトを該スナウトの温度変動に応じてその長手方向に自由に伸縮可能に支持する
と共に、水平面となす角度を前記傾斜角度となるように調整するスナウト支持手段を有し
、しかも、前記スナウト支持手段は、前記スナウトに下方から当接して該スナウトを支持
する車輪と、該車輪の高さ位置を調整する昇降機構とを有することを特徴とするスナウト
の支持装置。
【請求項４】
上部がピン支持されると共に連続焼鈍炉の出側に連結され、下部が溶融金属めっき浴に所
定の傾斜角度で浸漬するようにスナウトを保持するスナウトの支持装置において、
前記スナウトを該スナウトの温度変動に応じてその長手方向に自由に伸縮可能に支持する
と共に、水平面となす角度を前記傾斜角度となるように調整するスナウト支持手段を有し
、しかも、前記スナウト支持手段は、前記スナウトの側部に該スナウトの長手方向に平行
に設けられたレールと、該レールに下方から当接して移動する車輪と、該車輪の高さ位置
を調整する昇降機構とを有することを特徴とするスナウトの支持装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、スナウトの熱膨張による取付け時の傾斜角度の変化を防止するスナウトの支持
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来、連続溶融金属めっき装置では、連続焼鈍炉で処理された鋼板が溶融金属めっき浴（
めっきポット）内に進入するまでの間に外気によって酸化されるのを防止するため、連続
焼鈍炉出側と溶融金属めっき浴の間にダクト状のスナウトが設けられている。ここで、ス
ナウトは、連続焼鈍炉出側とベローズを介して接続され、スナウトの上部が支点ピンにて
回転可能に軸支されると共に、スナウトの側部がスナウトの取付け時の傾斜角度の調整を
行なう角度調整手段を介して支持されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平３－１３４１４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
連続焼鈍炉出側と溶融金属めっき浴の間にスナウトを取付けて連続溶融金属めっき処理を
開始すると、スナウトや角度調整手段の温度は徐々に上昇してくるが、角度調整手段の温
度上昇はスナウトの温度上昇に比べて小さいため、スナウトに生じた熱膨張によりスナウ
トは支点ピンを中心に回転する。その結果、スナウトの先端は溶融金属めっき浴内で移動
し、スナウトの先端の水平方向移動量は１００ｍｍにも及ぶことがある。一方、溶融金属
めっき浴周りには機械部品が密集しており、スナウトの先端側の位置決めが重要になって
いる。そこに、スナウトの熱膨張によりその先端側の位置が変化すると、溶融金属めっき
浴周りの機械部品の位置決め許容幅は小さくなり、特に、スナウトの先端金物内を通板す
る鋼板に隣接して設けられるスナウトポンプの位置決めは非常に困難になるという問題が
ある。ここで、スナウトの取付け時に傾斜角度の調整を行なった角度調整手段を用いて、
熱膨張により変化したスナウトの取付け角度を元に戻すことが考えられるが、スナウトに
温度変化が生じる度に調整を行なうことになり非常に煩雑となる。なお、スナウトの温度
変化を求めて自動で角度調整手段を操作してスナウトの傾斜角度が変化しないようにする
自動調整機構を設けることもできるが、自動調整機構の設置スペースが常に確保できると
は限らず、設備コストが上昇するという問題がある。
【０００５】
本発明はかかる事情に鑑みてなされたもので、スナウトの熱膨張による取付け時の傾斜角
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度の変化を防止しスナウト先端部の位置の把握が可能なスナウトの支持装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
前記目的に沿う第１の発明に係るスナウトの支持装置は、上端部が連続焼鈍炉の出側に連
結したスナウトを該スナウトの下部側が溶融金属めっき浴に所定の傾斜角度で浸漬するよ
うに該スナウトを保持するスナウトの支持装置において、
上部が前記スナウトの上部にピン支持され、水平面となす角度が前記傾斜角度となるよう
に支持されたガイドフレームと、前記ガイドフレームに前記スナウトを該スナウトの温度
変動に応じてその長手方向に自由に伸縮させながら取付けるスナウト取付け手段とを有し
、しかも、前記スナウト取付け手段は、前記スナウトの上部側に設けられた車輪と、前記
ガイドフレームに水平面となす角度が前記傾斜角度となるように設けられ該車輪を支持し
て移動させるレールとを有する。
【０００７】
第２の発明に係るスナウトの支持装置は、上端部が連続焼鈍炉の出側に連結したスナウト
を該スナウトの下部側が溶融金属めっき浴に所定の傾斜角度で浸漬するように該スナウト
を保持するスナウトの支持装置において、
上部が前記スナウトの上部にピン支持され、水平面となす角度が前記傾斜角度となるよう
に支持されたガイドフレームと、前記ガイドフレームに前記スナウトを該スナウトの温度
変動に応じてその長手方向に自由に伸縮させながら取付けるスナウト取付け手段とを有し
、しかも、前記スナウト取付け手段は、前記ガイドフレームに設けられ前記スナウトの上
部側に下方から当接して該スナウトを支持する車輪を有する。
【０００８】
前記目的に沿う第３の発明に係るスナウトの支持装置は、上部がピン支持されると共に連
続焼鈍炉の出側に連結され、下部が溶融金属めっき浴に所定の傾斜角度で浸漬するように
スナウトを保持するスナウトの支持装置において、
前記スナウトを該スナウトの温度変動に応じてその長手方向に自由に伸縮可能に支持する
と共に、水平面となす角度を前記傾斜角度となるように調整するスナウト支持手段を有し
、しかも、前記スナウト支持手段は、前記スナウトに下方から当接して該スナウトを支持
する車輪と、該車輪の高さ位置を調整する昇降機構とを有する。
【０００９】
第４の発明に係るスナウトの支持装置は、上部がピン支持されると共に連続焼鈍炉の出側
に連結され、下部が溶融金属めっき浴に所定の傾斜角度で浸漬するようにスナウトを保持
するスナウトの支持装置において、
前記スナウトを該スナウトの温度変動に応じてその長手方向に自由に伸縮可能に支持する
と共に、水平面となす角度を前記傾斜角度となるように調整するスナウト支持手段を有し
、しかも、前記スナウト支持手段は、前記スナウトの側部に該スナウトの長手方向に平行
に設けられたレールと、該レールに下方から当接して移動する車輪と、該車輪の高さ位置
を調整する昇降機構とを有する。
【発明の効果】
【００１０】
請求項１～４記載のスナウトの支持装置においては、スナウトの温度変動に応じてスナウ
トをその長手方向に自由に伸縮させて傾斜角度の変化を防止するので、操業中にスナウト
の温度が変化してもスナウトが溶融金属めっき浴周りの機械部品と干渉するのが防止でき
る。また、スナウトの熱膨張は長手方向にのみ現われるためスナウト先端位置を容易に把
握でき、例えば、溶融金属めっき浴内のシンクロール径の減少に伴って、スナウトが溶融
金属めっき浴周りの機械部品と干渉しないようにスナウトの進入角度を調整して、スナウ
トの軸心上を鋼板が通過するようにできる。
請求項１～４記載のスナウトの支持装置においては、簡単な構成なので、設備コストの低
減と、メンテナンスの負担を減少できる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
続いて、添付した図面を参照しつつ、本発明を具体化した実施の形態につき説明し、本発
明の理解に供する。
ここで、図１は本発明の第１の実施の形態に係るスナウトの支持装置の側面図、図２(Ａ)
は同スナウトの支持装置の一部省略正面図、（Ｂ）は（Ａ）のＰ－Ｐ矢視側面図、図３は
本発明の第２の実施の形態に係るスナウトの支持装置の側面図、図４は本発明の第３の実
施の形態に係るスナウトの支持装置の側面図、図５（Ａ）は本発明の第４の実施の形態に
係るスナウトの支持装置の側面図、（Ｂ）は（Ａ）のＱ－Ｑ矢視断面図、図６は本発明の
第５の実施の形態に係るスナウトの支持装置の側面図である。
【００１２】
図１に示すように、本発明の第１の実施の形態に係るスナウトの支持装置１０は、上端部
が連続焼鈍炉１１の出側に連結したスナウト１２をスナウト１２の下部側が溶融金属めっ
き浴１３に所定の傾斜角度θ、即ちスナウト１２の取付け時に設定した傾斜角度で浸漬す
るようにスナウト１２の上部側を保持するものである。そして、スナウトの支持装置１０
は、上部がスナウト１２の上部にピン支持され、水平面となす角度が傾斜角度θとなるよ
うに支持されたガイドフレーム１４と、ガイドフレーム１４にスナウト１２をスナウト１
２の温度変動に応じてその長手方向に自由に伸縮させながら取付けるスナウト取付け手段
１５とを有する。以下詳細に説明する。
【００１３】
ここで、スナウト１２は、例えば、断面視して矩形状の上部筒体１６と、上部筒体１６に
フランジ接続し断面視して矩形状の下部筒体１７を有している。そして、上部筒体１６の
上部が金属ベローズ１８を介して連続焼鈍炉１１の出口１９に接続し、下部筒体１７の下
部にはスナウト先端金物２０が外装され、スナウト先端金物２０の先側が溶融金属めっき
浴１３に浸漬している。
【００１４】
図２（Ａ）、（Ｂ）に示すように、ガイドフレーム１４は、例えば、上部筒体１６の両側
に配置される側板部材２１、２２と、側板部材２１、２２の下部側に突出して設けられた
腕部材２３（図２（Ａ）では、腕部材２３の記載を省略している）とを有している。更に
、ガイドフレーム１４は、上部筒体１６の上部側の両側にそれぞれ設けられた取付け部材
２４、２５を貫通して両端側が側板部材２１、２２に嵌入するピン部材の一例である上部
シャフト２６を有している。そして、上部シャフト２６は、取付け部材２４と側板部材２
１の間及び取付け部材２５と側板部材２２との間にそれぞれ設けられた軸受２７、２８に
より支えられ、軸受２７、２８は、例えば、連続焼鈍炉１１の設備架構を構成する梁部材
２９に取付けられている。また、腕部材２３と梁部材２９との間には、スナウト１２の下
部側が溶融金属めっき浴１３に所定の傾斜角度θで浸漬するようにスナウト１２の取付け
角度を決める角度調整機構の一例であるターンバックル３０が自在継手３１を用いて取付
けられている。
【００１５】
スナウト取付け手段１５は、スナウト１２の上部側の両側に設けられた車輪３２、３３と
、ガイドフレーム１４の側板部材２１、２２にそれぞれ設けられ車輪３２、３３を支持し
てその上を移動させる第１のレール３４と、第１のレール３４と共に車輪３２、３３を径
方向から挟むように第１のレール３４と平行に配置された第２のレール３５とを有してい
る、すなわち、車輪３２、３３は、第１のレール３４と第２のレール３５の間に僅少の隙
間を有して配置されている。ここで、車輪３２、３３は、上部筒体１６の下部側の両側に
それぞれ設けられた取付け部材３６、３７で両側が支えられた下部シャフト３８の両端部
に設けられている。また、車輪３２、３３が第１のレール３４で支えられた際に、上部シ
ャフト２６の軸心と下部シャフト３８の軸心に直交し、しかも上部シャフト２６の軸心と
下部シャフト３８の軸心を結ぶ線分とスナウト１２の軸心が平行になるように、第１のレ
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ール３４はその取付け位置を調整して側板部材２１、２２にそれぞれ設けられている。そ
して、第１のレール３４で車輪３２、３３を支えることにより、スナウト１２の上部側を
保持することができる。
【００１６】
以上のような構成とすることにより、ガイドフレーム１４をその上部がスナウト１２の上
部にピン支持された状態で設けることができる。また、ターンバックル３０を操作してそ
の長さを変化させることで腕部材２３と梁部材２９間の距離を調整でき、ガイドフレーム
１４を上部シャフト２６を支点として傾動することができ、ガイドフレーム１４の軸心と
水平面とのなす角度を、スナウト１２を取付け時の傾斜角度θに合わせることができる。
そして、上部シャフト２６の軸心と下部シャフト３８の軸心を結ぶ線分とスナウト１２の
軸心が平行なので、ガイドフレーム１４の軸心と水平面とのなす角度を傾斜角度θに調整
すると、スナウト１２をその下部側が溶融金属めっき浴１３に傾斜角度θで浸漬するよう
に配置することができる。
【００１７】
続いて、本発明の第１の実施の形態に係るスナウトの支持装置１０の作用について説明す
る。
図１に示すように、スナウトの支持装置１０を用いて、上端部が連続焼鈍炉１１の出側に
連結し、下部側が溶融金属めっき浴１３に傾斜角度θで浸漬するよう常温において角度調
整を行ないスナウト１２を保持する。そして、連続焼鈍炉１１の出側に配置されたターン
ダウンロール３９を介して鋼板４０をスナウト１２を経由して溶融金属めっき浴１３内に
導入し、溶融金属めっき浴１３中に設けられたシンクロール４１で搬送方向を変えて図示
しないめっき機に搬送するめっき処理を開始する。ここで、めっき処理が開始されると、
スナウト１２内には連続焼鈍炉１１を通過した加熱状態の鋼板４０が通過し、スナウト１
２の下部側は溶融金属めっき浴１３からの熱により加熱されるため、スナウト１２の温度
は徐々に上昇する。
【００１８】
ここで、スナウト１２は、スナウト１２の上部筒体１６の上部がガイドフレーム１４の上
部にピン支持され、上部筒体１６の下部側が車輪３２、３３を介してガイドフレーム１４
に設けた第１のレール３４で支持されている。このため、スナウト１２内に長手方向に変
化する温度分布が形成されてスナウト１２に長手方向の膨張が発生する場合、スナウト１
２の膨張は車輪３２、３３を介してスナウト１２が第１のレール３４上を移動する直線運
動で吸収される。そして、第１のレール３４は、水平面とのなす角度が傾斜角度θとなる
ようにガイドフレーム１４に取付けられているので、スナウト１２が熱膨張しても、スナ
ウト１２の傾斜角度θは変化しない。また、連続焼鈍炉１１の操業温度が低下したり、溶
融金属めっき浴１３の操業温度が低下することにより、スナウト１２の温度が低下してス
ナウト１２が長手方向に収縮する場合も、スナウト１２の収縮は車輪３２、３３を介して
スナウト１２が第１のレール３４上を移動する直線運動で吸収され、スナウト１２が収縮
しても、スナウト１２の傾斜角度θは変化しない。
【００１９】
図３に示すように、本発明の第２の実施の形態に係るスナウトの支持装置４２は、第１の
実施の形態に係るスナウトの支持装置１０と比較して、ガイドフレーム４３の側板部材４
４、４５の下部側に突出して設けられた腕部材４６の下面と連続焼鈍炉１１の設備架構の
設置基台（図示せず）に立設された支持部材４７との間にターンバックル４８を自在継手
４９を用いて取付けたことが特徴となっている。このため、同一の構成部材には同一の符
号を付して説明は省略する。腕部材４６と支持部材４７との間にターンバックル４８を設
けることで、スナウト１２の傾斜角度θの調整が容易にできる。なお、スナウトの支持装
置４２の作用はスナウトの支持装置１０の作用と同じなので、説明は省略する。
【００２０】
図４に示すように、本発明の第３の実施の形態に係るスナウトの支持装置５０は、第２の
実施の形態に係るスナウトの支持装置４２と比較して、スナウト取付け手段５１の構成が
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異なることが特徴となっている。このため、スナウト取付け手段５１に関してのみ説明し
、スナウトの支持装置４２と同一の構成部材には同一の符号を付して説明を省略する。
スナウト取付け手段５１は、ガイドフレーム４３の側板部材４４、４５にそれぞれ取付け
台５２を介して設けられスナウト１２の上部側、すなわち上部筒体１６に下方から当接し
て上部筒体１６を支持する車輪５３を有している。これによって、上部筒体１６を上部シ
ャフト２６と車輪５３で支えることができ、腕部材４６と支持部材４７との間に設けたタ
ーンバックル４８を操作して上部筒体１６の取付け角度を調整することで、スナウト１２
を傾斜角度θで設置することができる。
【００２１】
続いて、本発明の第３の実施の形態に係るスナウトの支持装置５０の作用について説明す
る。
図４に示すように、スナウトの支持装置５０を用いて、上端部が連続焼鈍炉１１の出側に
連結し、下部側が溶融金属めっき浴１３に傾斜角度θで浸漬するよう常温において角度調
整を行ないスナウト１２を保持する。そして、鋼板４０のめっき処理を開始すると、スナ
ウト１２内に長手方向に変化する温度分布が形成されてスナウト１２に長手方向の膨張が
発生する。ここで、スナウト１２は上部シャフト２６と車輪５３で支えられているため、
スナウト１２はその長手方向に自由に膨張できる。このため、スナウト１２が膨張しても
スナウト１２の傾斜角度θは変化しない。また、めっき処理の操業条件が変化してスナウ
ト１２の温度が低下しスナウト１２が長手方向に収縮する場合も、スナウト１２の収縮は
その長手方向に自由にできるため、スナウト１２の傾斜角度θは変化しない。
【００２２】
図５（Ａ）、（Ｂ）に示すように、本発明の第４の実施の形態に係るスナウトの支持装置
５４は、上部がピン支持されると共に連続焼鈍炉１１の出口１９に金属ベローズ１８を介
して連結したスナウト１２を、スナウト１２の下部側が溶融金属めっき浴１３に所定の傾
斜角度θで浸漬するように保持するもので、スナウト１２をスナウト１２の温度変動に応
じてその長手方向に自由に伸縮可能に支持すると共に、水平面となす角度を傾斜角度θと
なるように調整するスナウト支持手段５５を有している。以下詳細に説明する。
【００２３】
スナウト１２の上部側の両側には、それぞれ中央部に挿通孔を備えた支持部材（図示せず
）が設けられ、支持部材にはシャフト５９が挿通している。そして、シャフト５９の両側
は軸受６０によりそれぞれ支えられ、軸受６０は、連続焼鈍炉１１の設備架構を構成する
架構梁材６１に取付けられている。これによって、スナウト１２の上部をピン支持した状
態で連続焼鈍炉１１の出側に連結することができる。
【００２４】
スナウト支持手段５５は、スナウト１２の、例えば、中間部両側にスナウト１２の長手方
向に平行にそれぞれ設けられたレール６２、６３と、レール６２、６３に下方から当接し
て移動する車輪６４、６５と、車輪６４、６５の高さ位置をそれぞれ調整する昇降機構６
６とを有する。ここで、昇降機構６６は、連続焼鈍炉１１の設備架構を構成する架構梁材
６１の下部にピン６７を用いて回動可能に連結された腕部材６８と、腕部材６８に長さ調
整部材の一例であるターンバックル６９を介して連結し先部に車輪６４、６５を回転可能
に取りつけた車輪支持部材７０とを有している。このような構成とすることにより、車輪
６４、６５をレール６２、６３に下方から当接させて、ターンバックル６９を操作して架
構梁材６１の下面に対する車輪６４、６５の高さ位置を調整することにより、スナウト１
２をシャフト５９を支点として傾動することができ、スナウト１２の軸心と水平面とのな
す角度を、スナウト１２の取付け時の傾斜角度θに合わせることができる。
【００２５】
続いて、本発明の第４の実施の形態に係るスナウトの支持装置５４の作用について説明す
る。
図５（Ａ）、（Ｂ）に示すように、スナウトの支持装置５４を用いて、上部を連続焼鈍炉
１１の出側に連結し、下部側が溶融金属めっき浴１３に傾斜角度θで浸漬するよう常温に
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おいて角度調整を行ないスナウト１２を保持する。そして、連続焼鈍炉１１で処理された
鋼板４０をスナウト１２を経由して溶融金属めっき浴１３内に進入させてめっき処理を開
始すると、スナウト１２の温度は徐々に上昇し、スナウト１２内には長手方向に変化する
温度分布が形成される。このため、スナウト１２には長手方向の膨張が発生するが、スナ
ウト１２の膨張は、スナウト１２がレール６２、６３を介して車輪６４、６５を回転させ
ながら移動する直線運動で吸収される。このため、スナウト１２が熱膨張しても、スナウ
ト１２の傾斜角度θは変化しない。また、連続焼鈍炉１１の操業温度が低下したり、溶融
金属めっき浴１３の操業温度が低下することにより、スナウト１２の温度が低下してスナ
ウト１２が長手方向に収縮する場合も、スナウト１２の収縮は、スナウト１２がレール６
２、６３を介して車輪６４、６５を回転させながら移動する直線運動で吸収され、スナウ
ト１２が収縮しても、スナウト１２の傾斜角度θは変化しない。
【００２６】
図６に示すように、本発明の第５の実施の形態に係るスナウトの支持装置７１は、本発明
の第４の実施の形態に係るスナウトの支持装置５４と比較して、スナウト支持手段７２の
構成が異なることが特徴となっている。このため、スナウト支持手段７２についてのみ説
明し、同一の構成部材には同一の符号を付して説明を省略する。
【００２７】
スナウト支持手段７２は、スナウト１２の、例えば中間部外壁の両側にそれぞれ設けられ
た受け板７３に下方から当接してスナウト１２を支持する車輪７４と、車輪７４の高さ位
置を調整する昇降機構７５とを有している。ここで、昇降機構７５は、車輪７４を回転可
能に支持する支持台７６と、基台の一部を構成する基台梁材７７に立設状態で設けられ長
さ調整部材の一例であるターンバックル７８を介して支持台７６を昇降可能に支える支持
部材７９と、支持部材７９の両側に設けられ支持台７６の昇降時の横揺れを防止するガイ
ド部材８０と、ガイド部材８０を取付け基台梁材７７に固定された枠体８１とを有してい
る。このような構成とすることにより、車輪７４を受け板７３に下方から当接させて、タ
ーンバックル７８を操作して車輪７４の高さ位置を調整することにより、スナウト１２を
シャフト５９を支点として傾動することができ、スナウト１２の軸心と水平面とのなす角
度を、スナウト１２の取付け時の傾斜角度θに合わせることができる。
【００２８】
続いて、本発明の第５の実施の形態に係るスナウトの支持装置７１の作用について説明す
る。
図６に示すように、スナウトの支持装置７１を用いて、上部が連続焼鈍炉１１の出側に連
結し、下部側が溶融金属めっき浴１３に傾斜角度θで浸漬するよう常温において角度調整
を行ないスナウト１２を保持する。そして、連続焼鈍炉１１で処理された鋼板４０をスナ
ウト１２を経由して溶融金属めっき浴１３内に進入させてめっき処理を開始すると、スナ
ウト１２の温度は徐々に上昇し、スナウト１２内には長手方向に変化する温度分布が形成
される。このため、スナウト１２に長手方向の膨張が発生するが、スナウト１２は受け板
７３を介して下方から当接する車輪７４で支持されているので、スナウト１２は長手方向
に自由に膨張できる。このため、スナウト１２が熱膨張しても、スナウト１２の傾斜角度
θは変化しない。また、連続焼鈍炉１１の操業温度が低下したり、溶融金属めっき浴１３
の操業温度が低下することにより、スナウト１２の温度が低下してスナウト１２が長手方
向に収縮する場合も、スナウト１２はスナウト１２の長手方向に自由に収縮できるので、
スナウト１２が収縮しても、スナウト１２の傾斜角度θは変化しない。
【００２９】
以上、本発明を、実施の形態を参照して説明してきたが、本発明は何ら上記した実施の形
態に記載した構成に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載されている事項の範
囲内で考えられるその他の実施の形態や変形例も含むものである。
例えば、第３の実施の形態に係るスナウトの支持装置において、スナウトの両側にその長
手方向に平行なレールを取付け、ガイドフレームに設けた車輪をこのレールの下方から当
接させてしてスナウトを支持するようにすることもできる。
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また、第５の実施の形態では、スナウトをスナウトに設けた受け板を介して車輪で支持し
たが、車輪をスナウトの側部下面に直接当接させて支持することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るスナウトの支持装置の側面図である。
【図２】(Ａ)は同スナウトの支持装置の一部省略正面図、（Ｂ）は（Ａ）のＰ－Ｐ矢視側
面図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態に係るスナウトの支持装置の側面図である。
【図４】本発明の第３の実施の形態に係るスナウトの支持装置の側面図である。
【図５】（Ａ）は本発明の第４の実施の形態に係るスナウトの支持装置の側面図、（Ｂ）
は（Ａ）のＱ－Ｑ矢視断面図である。
【図６】本発明の第５の実施の形態に係るスナウトの支持装置の側面図である。
【符号の説明】
【００３１】
１０：スナウトの支持装置、１１：連続焼鈍炉、１２：スナウト、１３：溶融金属めっき
浴、１４：ガイドフレーム、１５：スナウト取付け手段、１６：上部筒体、１７：下部筒
体、１８：金属ベローズ、１９：出口、２０：スナウト先端金物、２１、２２：側板部材
、２３：腕部材、２４、２５：取付け部材、２６：上部シャフト、２７、２８：軸受、２
９：梁部材、３０：ターンバックル、３１：自在継手、３２、３３：車輪、３４：第１の
レール、３５：第２のレール、３６、３７：取付け部材、３８：下部シャフト、３９：タ
ーンダウンロール、４０：鋼板、４１：シンクロール、４２：スナウトの支持装置、４３
：ガイドフレーム、４４、４５：側板部材、４６：腕部材、４７：支持部材、４８：ター
ンバックル、４９：自在継手、５０：スナウトの支持装置、５１：スナウト取付け手段、
５２：取付け台、５３：車輪、５４：スナウトの支持装置、５５：スナウト支持手段、５
９：シャフト、６０：軸受、６１：架構梁材、６２、６３：レール、６４、６５：車輪、
６６：昇降機構、６７：ピン、６８：腕部材、６９：ターンバックル、７０：車輪支持部
材、７１：スナウトの支持装置、７２：スナウト支持手段、７３：受け板、７４：車輪、
７５：昇降機構、７６：支持台、７７：基台梁材、７８：ターンバックル、７９：支持部
材、８０：ガイド部材、８１：枠体
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